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平成２9年
（2017年） 7/15

一面に広がる紫の絨毯
　初夏の風物詩、清見町のラベンダーが見ごろを迎えました。
　紫の絨毯が広がる園内は、風に揺られ爽やかな香りが漂い、ゆっ
たりとした時間を楽しめます。
　ラベンダーは7月20日から収穫がはじまり、ポプリとなります。ポプ
リから広がる心安らぐ香りも楽しんでみませんか。
【7月7日撮影：ひだ清見ラベンダー公園(清見町三日町)】
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市
内
に
は
４
年
制
大
学
が
な
い
こ
と
か
ら
、
高
校
卒
業
後
の

若
者
の
多
く
が
、
都
市
部
等
の
大
学
へ
進
学
す
る
た
め
、
20
歳

前
後
の
若
者
が
極
端
に
少
な
い
人
口
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
大
学
の

誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
の
都
心
回
帰
な
ど
に
よ
り
、
現
実
的
に
は
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
高
山
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
大
学
連
携
の
推
進
」
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
今
年
の
６

月
に
市
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
し
て
「
一
般
財
団
法
人
飛
驒
高

山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

飛
驒
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
の
保
有
す
る
高
度
で
専
門
的
な
知
見
を

活
用
し
、
市
の
「
政
策
研
究
活
動
の
充
実
・
強
化
」
「
行
政
課

題
や
地
域
産
業
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
関
す
る
問
題
・
課

題
の
解
決
」
「
地
方
創
生
を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
」
な
ど

の
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
や
地
元
定
着
な

ど
も
視
野
に
入
れ
、
大
学

が
実
施
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
ゼ
ミ
合
宿
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
誘

致
・
支
援
し
、
“
多
く
の

大
学
生
が
来
訪
・
滞
在
・

活
動
す
る
高
山
市
”
を
目

指
し
た
大
学
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
事
業
も
行
い
ま
す
。

飛
驒
高
山

大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
立

 
若
者
が
学
び
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
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5年間の社会動態（転入者数から転出者数
を差し引いた動き）を示したグラフです。
大学進学や就職を迎える年代で転出超過
が生じています。

オープニングセレモニーの様子
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市
で
は
、
こ
れ
ま
で
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
７
つ
の
大

学
（
岐
阜
経
済
大
学
、
松
本
大
学
、
岐
阜
大
学
、
名
古
屋
芸

術
大
学
、
愛
知
大
学
、
文
教
大
学
、
中
部
大
学
）
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を
生
か
し
た

連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
お
よ
び
飛
驒
地
域
の
３
市
１
村
で
構
成
し
て
い
る

飛
驒
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
活
用
推
進
協
議
会
で
は
、
大

学
教
授
を
講
師
と
し
て
招
き
、
市
民
向
け
の
講
座
（
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

飛
驒
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
強
化
・
充
実
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各
課
題
に
応
じ
て
世
界

や
全
国
各
地
の
大
学
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
が
市
内
で
活
動
す
る
姿
を
見
て
い
た
だ
く
こ

と
、
大
学
生
と
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
を
提
供
し
、
そ
こ
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
生
や
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
心
を
も
ち
、
若
者
が
学
び
、
活
躍
で
き
る
高
山

市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

大
学
連
携
を
強
力
に
推
進

受講生募集中
オープンカレッジ in 飛驒 2017

申 込
問合先

飛驒・世界生活文化センター
☎37-6111（火曜定休）
HP http://www.hida-center.jp/event/opencollege/opencollege.html

自治体シンクタンク事業 

大学の知見を活用
した調査・研究 

行政課題や地域
コミュニティ等に
関する課題の解決 

地方創生を担う
人材の育成・確保 

大学コミッション事業 

大学生の来訪・
滞在の促進

ＵＩＪターンや
地元定着の促進

若者が学び
活躍できる
まちづくり 

飛
驒
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー

　飛驒・世界生活文化センターで、実際の大学の講義が誰でも気
軽に学べます。ぜひこの機会に参加してみませんか。

①自然とは何か？人との関わりの視点から「自然」を考察する
担　当：岐阜大学　　定員15人　　
受講料：6,000円　課外講座費2,500円（バス代等）
日　程：8月12日（土）、19日（土）、9月2日（土）、30日（土）、
　　　　10月29日（日）

②写真の歩き方―見て・知って・写真で遊ぶ
担　当：名古屋芸術大学　　定員20人
受講料：6,000円　資料代等1,000円
日　程：9月2日（土）、30日（土）、10月21日（土）、11月18日（土）

③国際的思考の幅を広げる
担　当：文教大学　　定員20人
受講料：6,000円
日　程：9月17日（日）、30日（土）、11月11日（土）、25日（土）、
　　　　12月9日（土）

④特別講座（飛驒と関わりの深い教授によるリレー講義）
担　当：名城大学（大野栄治教授）、日本体育大学（杉田正明教授）、
　　　　岐阜大学（近藤真庸教授）　　定員20人
受講料：6,000円
日　程：8月19日（土）、10月29日（日）、11月18日（土）

※詳細については、 HP をご覧ください。

問
合
先

（
一
財
）
飛
驒
高
山
大
学
連
携
セ
ン
タ
ー

住
所  

千
島
町
９
０
０-

１
（
飛
驒・世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
内
） 

☎
57-

５
３
６
６
・
　
57-

５
３
７
７

M
ail:hidatakayam

a@
renkei-center.jp

H
P
 http://renkei-center.jp/

　

FAX
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っ
て
取
り
組
む
祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事
、
地
域

の
環
境
整
備
な
ど
に
お
け
る
共
同
作
業
や
助

け
合
い
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
老
若
男
女
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
、
誇
り
や
愛
着
を
育
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
持
続
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
や
集
落
が
持
続
す
る
た
め
に

は
、
生な

り

業わ
い

と
な
る
産
業
が
不
可
欠
で
あ
り
、
事

業
者
の
安
定
し
た
経
営
や
住
民
の
生
活
が
確

保
で
き
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

一
方
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
全
て
の
地

域
や
集
落
が
同
じ
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
行
政
が
担
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。

今
後
は
、
公
共
施
設
の
配
置
の
有
無
だ
け
で

な
く
、
利
用
で
き
る
時
間
や
場
所
、
対
象
、
負

担
、
内
容
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
り
、
量
の
適

正
と
質
の
安
定
、
画
一
で
は
な
く
多
様
へ
の
変

化
、
そ
し
て
、
固
定
的
な
と
ら
え
方
で
は
な
く

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
守
り
、
持
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
地
域

や
集
落
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
に
わ

た
っ
て
、
地
域
や
集
落
が
そ
の
枠
を
超
え
て
互

い
に
補
完
し
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
は
、
平
成
１７
年
の
市
町
村
合
併
に
伴

い
、
広
大
な
面
積
を
有
し
、
か
つ
、
各
地
域
の

課
題
も
異
な
る
中
、
地
域
特
性
を
大
切
に
し
つ

つ
、
市
全
体
で
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
祭
の
伝
承
等
を
は
じ
め
様
々
な
地
域

活
動
や
経
済
活
動
に
お
い
て
担
い
手
が
不
足

す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
や
産
業
振
興
な
ど
の
面
に
お
い
て
様
々

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
は
、
一
定
の
範
囲
の
中
に
経
済
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

集
積
し
て
い
る
地
域
と
、
点
在
し
た
集
落
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
範
囲
は
固
定
化
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
時
間
の
経
過
、
社
会
情
勢
の
変
化
と

と
も
に
変
わ
る
も
の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
が
、
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
集

落
で
も
、
そ
の
地
に
は
人
の
営
み
が
あ
り
、
集

落
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
厳
然
と
存
在
し

て
い
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、
何

よ
り
も
尊
重
す
べ
き
こ
と
は
、
住
む
人
々
が
も

つ
“
自
分
た
ち
が
住
む
町
は
、
ど
の
よ
う
な
姿

が
望
ま
し
い
の
か
”
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
住

民
、
事
業
者
お
よ
び
行
政
が
同
じ
目
線
で
、
将

来
の
方
向
性
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
地
域
や
集
落
は
、
住
民
が
主
体
と
な

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

公共施設等総合管理計画（基本方針）
を策定しました

平成29年2月、来館者数が400万人を超えた市図書館
「煥章館」

　市は、小中学校や市営住宅、文化・スポーツ施設といった建物や、
市道、農道、林道、上下水道といったインフラ施設などの公共施設を
保有しています。
　それらの多くは老朽化が進み、改修や建て替えなどの時期を迎え
ています。人口減少や少子高齢化の進展などにより、今後、厳しい財
政状況が見込まれる中、公共施設の利用需要は、地域住民の価値観
やライフスタイルの多様化など社会情勢に応じて変化しています。

　こうした状況を踏まえて、市では持続可能な行政経営を推進
するため、公共施設の現状を把握し、量と質の見直しや今後の
あり方などの検討を行い、公共施設の総合的かつ計画的な管
理・運営を行うため「高山市公共施設等総合管理計画（基本方
針）」を策定しました。
　今号では、基本方針の内容をお知らせするとともに、今後は個
別施設の具体的な対応等をまとめた「実施計画」の策定に向け
て実施する市民ワークショップの開催についてご案内します。

平成28年10月にオープンした高山駅・東西自由通路
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計
画
期
間

基
本
方
針
の
計
画
期
間
は
、
平
成
２９
年
度
か

ら
概
ね
３０
年
間
と
し
ま
す
。

現
状
や
課
題
に
関
す
る
基
本
認
識

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
を

踏
ま
え
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
保
有
量
、
経

費
の
視
点
か
ら
、
公
共
施
設
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
や
課
題
に
関
す
る
基
本
認
識
を
次
の
と
お

り
と
し
ま
す
。

（
１
）
公
共
サ
ー
ビ
ス

公
共
施
設
に
対
す
る
利
用
需
要
や
市
民
の
ニ

ー
ズ
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
個
々
の

公
共
施
設
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、利
用
で
き
る
時
間
や
場
所
、
対
象
、
負

担
、
内
容
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

施
設
類
型
の
小
分
類
ご
と
に
、
次
の
内
容
を

表
記
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
施
設
に
対
す
る
考
え
方

施
設
の
目
的
や
、
市
の
現
状
を
踏
ま
え
て
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
小
分
類
に
対
す
る

一
般
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

（
２
）
配
置
の
考
え
方

施
設
の
目
的
や
特
性
、
立
地
条
件
な
ど
を

踏
ま
え
て
「
身
近
な
場
所
に
配
置
す
る
施
設
」

か
、
ま
た
は
「
市
全
体
の
中
で
適
正
に
配
置
す

る
施
設
」
な
の
か
等
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

（
３
）
基
本
的
な
方
針

「
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
」
に
基
づ
き
、
該
当
す
る
項
目
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
方
針

施
設
類
型
ご
と
の
方
針

公
共
施
設
の
配
置
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
歴
史
や
文
化

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
場
と
し
て
公
共
施
設
を
配
置
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
公

共
施
設
に
対
す
る
利
用
需
要
も
年
々
変
化
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
配

置
に
あ
た
っ
て
は
「
身
近
な
場
所
で
必
要
と
さ

れ
る
施
設
」、
身
近
に
は
な
く
て
も
「
市
全
体

の
中
で
必
要
と
さ
れ
る
施
設
」
に
整
理
し
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
と
も
に
、
地
域
ご

と
ま
た
は
複
数
の
地
域
を
ま
と
め
た
範
囲
ご
と

な
ど
効
果
的
な
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
、
適
正
に
配
置
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

次
の
項
目
を
実
施
方
針

と
し
て
、
基
本
的
な
考
え
方

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

①
点
検
・
診
断
等
、
②
維

持
管
理
・
修
繕
・
更
新
等
、

③
安
全
確
保
、
④
耐
震
化
、

⑤
長
寿
命
化
、
⑥
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
土

地
・
建
物
・
設
備
の
有
効
活

用
）
、
⑦
民
間
活
力
導
入
、

⑧
統
廃
合
、
複
合
化
・
多
機

能
化
、
⑨
広
域
的
な
活
用

（
２
）
公
共
施
設
の
保
有
量

本
市
は
、
平
成

１７
年
の
市
町
村
合

併
に
よ
り
広
範
囲

な
市
域
に
わ
た
り

数
多
く
の
施
設
を

保
有
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
利
用
者
数

が
減
少
し
、
稼
働

率
が
低
下
す
る
施

設
が
発
生
す
る

こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
行
政
が
保
有
す

べ
き
施
設
か
、
他
の
選
択
肢
は
な
い
か
を
見
極

め
た
上
で
、
公
共
施
設
の
保
有
量
を
適
正
化
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
経
費

建
物
や
道
路
、
上
・
下
水
道
な
ど
の
社
会

基
盤
に
か
か
る
維
持
管
理
費
お
よ
び
大
規
模
改

修
や
建
替
え
に
か
か
る
更
新
費
が
増
大
す
る
一

方
、
市
税
等
の
収
入
が
減
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
公
共
施
設
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
維
持
管
理
費
・
更
新
費
の
抑
制

や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
※
）
の
縮
減
お

よ
び
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

公
共
施
設
の
企
画
・
設
計
、
施
工
か
ら
維
持
・

管
理
・
廃
棄
に
至
る
過
程
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
）
で
必
要
な
経
費
の
合
計
の
こ
と

平成29年度完成予定の久々野支所庁舎イメージ図

公共施設の保有状況（H28.4.1現在）
〈建物等の施設〉 ７７７施設
〈インフラ施設〉 市道₁，₈₅₃㎞

農道　₂₅₀㎞
林道　₅₉₈㎞

橋りょう　₉₅₀橋
上水道₁，₁₆₄㎞
下水道　₇₆₁㎞

高山市公共施設等総合管理計画における施設類型
大分類 小分類

社会教育系施設 公民館、地区公民館、文化芸術施設、図書館、
歴史文化施設、社会教育関連施設

スポーツ・レクリエーション
系施設

スポーツ施設、レクリエーション施設、観光
施設、保養施設

産業系施設 商業施設、卸売市場、農業関連施設、畜産
施設

学校教育系施設 小中学校、給食センター、教育関連施設

子育て支援系施設 保育園、障がい児通園施設、児童センター・
児童館、放課後児童クラブ

保健・福祉系施設 保健施設、福祉施設、介護福祉施設
医療系施設 医療施設
行政系施設 庁舎等、消防施設
住宅系施設 市営住宅、医師・教職員住宅
公園緑地系施設 公園、児童遊園、生活環境保全林
ごみ処理系施設 ごみ処理施設
火葬・墓地施設 火葬施設、市営墓地

道路系施設 駐車場、市道、農道、林道、橋りょう、道路
関連施設

上水道系施設 上水道（施設）、上水道（管路）
下水道系施設 下水道（施設）、下水道（管きょ）、公衆トイレ
計　１５分類 計　４６分類
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基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
個
別
施
設
ご
と
の
具

体
的
な
対
応
等
を
示
し
た
実
施
計
画
を
平
成
３１

年
度
ま
で
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。

実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
、
施
設
類
型
に
応

じ
短
期
・
中
期
・
長
期
的
に
設
定
し
、
原
則
と

し
て
施
設
類
型
（
大
分
類
ま
た
は
小
分
類
）
ご

と
に
作
成
し
ま
す
。

全
庁
的
な
取
組
体
制
の
構
築

本
計
画
は
、
施
設
を
所
管
す
る
部
署
と
総
括

的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
行
政
経
営
課
に
て

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
に

つ
い
て
全
庁
的
に
取
り
組
む
た
め
、
関
係
部
署

で
構
成
す
る
「
高
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
推
進
本
部
」
に
て
、
本
計
画
の
推
進
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
施
設
を
効
率
的
・
効
果
的
に

管
理
・
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
職
員
の
研
修

を
行
う
と
と
も
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ

ー
ト
の
育
成
な
ど
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
等
公
共

施
設
に
関
す
る
技
術
の
向
上
や
教
養
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
資
質
向
上
と
育
成
を
図

り
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
方
策

本
計
画
の
着
実
な
遂
行
を
図
る
た
め
、
進
捗

状
況
や
公
共
施
設
の
現
状
な
ど
を
示
し
た
「
公

共
施
設
カ
ル
テ
」
を
作
成
・
更
新
し
て
施
設
状

況
を
定
期
的
に
把
握
し
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
議
会
と
の
情
報
共
有
を
図
る

と
と
も
に
、
意
見
交
換
会
、
勉
強
会
、
施
設
活

用
や
土
地
利
用
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
通
じ
て
、
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
し
、
意
識
醸
成
お
よ
び
共
通
認

識
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
推
進
本
部
に
お
い
て
も
定
期
的
に
推
捗
状
況

を
確
認
し
、
推
進
に
お
け
る
課
題
点
等
を
協
議

す
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
な
ど

市
政
全
般
に
か
か
る
市
の
付
属
機
関
等
に
報
告

し
、
知
見
を
有
す
る
第
三
者
か
ら
の
助
言
を
得

る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
う
し
た
検
証
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
公
共
施

設
が
提
供
す
る
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た

っ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
、
本
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

市橋りょう長寿命化計画により、安全性の確保・維持管理
コストの削減・予算の平準化を図ります

　公共施設等総合管理計画（実施計画）の策定に向けて、市が保有する小中学校や市営住宅、文化・体育施設等の
建物や、道路・橋りょう、上下水道等のインフラ施設など公共施設の現状や課題、今後の公共施設のあり方について、
市民の皆さまのご意見を伺います。
内容
第Ⅰ部　高山市の公共施設の現状と今後の考え方について
　今年度策定した「公共施設等総合管理計画」の基本方針
に掲げる公共施設の現状や課題と、まちづくりの考え方等
について説明します。
第Ⅱ部　ワークショップ
　第Ⅰ部で説明した公共施設の現状と課題に対し、公共
サービスや公共施設について普段の生活の中で感じている
ことを話し合うとともに、市全体の将来のまちづくりや個別
の公共施設のあり方について、グループ別に意見交換を行
います。
定員　各会場50人程度
申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、事前に窓
口・ FAX・ MAIL

※申込用紙は、市民コーナー（本庁1階）、各支所にあるほ
か、HPからもダウンロードできます。

申 込
問合先

行政経営課　☎35⊖3040  FAX35⊖3162
gyouseikeiei@city.takayama.lg.jp

～これからの公共施設のあり方についてみんなで考えよう～
公共施設等総合管理計画ワークショップ 参加者募集

【日時・会場】※ご都合の良い時に、いつでもご参加いただけます。

８月
１８日（金）午後７時～９時 山王小学校（第二体育館）
２４日（木）午後７時～９時 東山中学校（第二体育館）

９月

７日（木）午後７時～９時 奥飛驒総合文化センター

１２日（火）午後７時 30 分　～９時 30 分 燦燦朝日館ふれあいホール

１５日（金）午後７時～９時 上宝支所

２７日（水）午後７時～９時 飛驒高山ビッグアリーナ
（多目的ルーム）

１０月
７日（土）午後２時～４時 市役所地下市民ホール
１７日（火）午後７時～９時 こくふ交流センター
２４日（火）午後７時～９時 高根公民館

１１月

８日（水）午後７時～９時 丹生川支所
13日（月）午後７時～９時 久々野公民館
１４日（火）午後７時～９時 一之宮公民館

１５日（水）午後７時 30 分　～９時 30 分 清見支所（きよみ館）

２８日（火）午後７時～９時 市役所地下市民ホール
１２月 １日（金）午後７時～９時 荘川総合センター（荘川支所）

実
施
計
画
の
策
定

計
画
の
推
進
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資源リサイクルセンター  ☎35⊖1244問合先

市民課  ☎35⊖3495問合先

「民事訴訟管理センター」を名乗る架空請求ハガキにご注意ください！
不安に感じたり、困った場合は消費生活センター（消費者ホットライン☎188）までご相談ください

ふるさとの美しさを保護・継承

小
学
校
は
平
成
30
年
４
月
１
日
、
中
学
校

は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
と
な
り
ま

す
。い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
や
、
情
報
モ
ラ
ル

問
題
、
答
え
が
一
つ
で
は
な
い
道
徳
的
な
課

題
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
が

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
誠
実
に
価
値
に

向
き
合
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

道
徳
の
授
業
を
通
し
て
、
学
校
教
育
全
般

で
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

【
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
】

・
教
科
書
を
使
っ
て
授
業
を
行
い
ま
す
。
郷

土
の
先せ

ん

人じ
ん

に
係
る
資
料
や
、
地
域
の
方
の

話
、
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
る
等
、
授
業

の
方
法
を
工
夫
し
ま
す
。

・
仲
間
と
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
道
徳
性

を
養
う
「
考
え
、
議
論
す
る
」
授
業
を
行

い
ま
す
。
い
じ
め
問
題
や
情
報
モ
ラ
ル
、

国
際
理
解
へ
の
対
応
な
ど
、
現
代
的
な
課

題
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。

・
道
徳
の
評
価
は
、
授
業
の
様
子
や
、
自
己

評
価
（
子
ど
も
の
感
想
）
な
ど
か
ら
、
そ

の
子
の
成
長
（
道
徳
性
）
を
み
て
、
通
知

表
に
て
言
葉
で
お
伝
え
し
ま
す
。

目的
　ふるさとの有形無形の
伝統文化や文化財の保存
活用、または美しい景観の
保全などを目的とした団体
や個人の活動を認証することで、住民の郷土愛の醸成や地域の
持続的な維持発展ならびに今後の活動の活性化を目指します。
応募内容
● 高山固有の伝統文化、文化財、景観等を守る活動を行って
　いる団体や個人を募集します（自薦他薦は問いません）。
●応募いただいた団体等を審査のうえ、認証します。
●市制記念日に認証章を授与します。
今年度の応募方法
　文化財課または各支所地域振興課にある申込書に必要事項
を記入のうえ、８月25日㈮までに窓口・ MAIL

※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。

　2020年に東京で開催されるオリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の入賞メダル

に、不要となった小型家電に含まれる金属が活用される
ことになりました。
　市でも、本プロジェクト専用の携帯電話・スマートフォ
ン専用回収ボックスを設置していますので、みなさんの
ご協力をお願いします。

回収ボックス設置場所

生活環境課（本庁2階）、
資源リサイクルセンター（三福寺町）、各支所

　市では、新火葬場建設検討委員会の答申を基本として
「高山市新火葬場建設基本構想（案）」をまとめました。
　市民のみなさんにその内容を説明し、意見を伺うための
市民説明会を開催します。
日時　7月21日（金）午後7時～
場所　市役所地下市民ホール（花岡町2）
※事前申込不要です。直接ご来場ください。

申 込
問合先
広報ID

文化財課  ☎35⊖3156
Mail : bunkazai@city.takayama.lg.jp
1005251

美しいふるさと
認証制度

教職員が不在と
なります
ご理解ご協力を
お願いします

都市鉱山からつくる！
みんなのメダルプロジェクト

新火葬場市民説明会

「
道
徳
」が

「
特
別
の
教
科
道
徳
」へ
と
変
わ
り
ま
す

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
一
部
改
正
の
た
め
）

学校教育課  ☎35⊖3154問合先

　市内小中学校は、7月21日～8月25日の
間、夏休みとなります。
　市内小中学校では、児童生徒の夏休み
にあわせ、「学校閉庁日」を設けます。これ
は、教職員が心身ともに明るく元気に児童
生徒と向かい合うことができる環境づくりを
進める考えのもと、実施するものです。
　保護者のみなさまにはご不便をおかけ
しますが、ご理解ご協力をお願いします。

　学校閉庁日

期日　8月14日（月）～15日（火）
※8月11日（金・祝）からの閉庁となります。
事故や災害など緊急を要する場合は、
教育委員会学校教育課までご連絡く
ださい。

問
合
先

学
校
教
育
課
☎
35-

３
１
５
４
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現
在
高
山
市
内
で
は
、
１
８
１
戸
の
農
家
で
約
１
１
，
０
０
０
頭
の
肉
用

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
飼
養
頭
数
は
、
県
内
全
体
の
約
３
分
の
１

に
相
当
し
ま
す
。

　
地
域
が
誇
る
全
国
ブ
ラ
ン
ド
「
飛
驒
牛
」
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
の
お
二

人
に
そ
の
歴
史
経
緯
と
誇
る
べ
き
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

●
県
畜
産
研
究
所

　

高
山
市
清
見
町
牧
ケ
洞
の
「
岐

阜
県
畜
産
研
究
所
（
坂
口
慎
一
所

長
）
」
の
飛
驒
牛
研
究
部
で
は
、
５

年
先
を
見
据
え
目
標
と
す
る
優
良

種し
ゅ

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
う（
父
牛
）
の
育
種
改
良
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
体
格
が
良

く
、
よ
り
お
い
し
い
牛
肉
を
生
産
す

る
た
め
の
様
々
な
研
究
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
「
飛
驒
牛
」
の
基
盤
確
立
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
歴
史
経
緯

　

飛
驒
地
域
の
和
牛
は
、
か
つ
て
は

主
に
農
耕
用
の
役
牛
と
し
て
飼
育
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代
に

な
る
と
農
作
業
の
機
械
化
の
進
展
に

よ
り
肉
用
種
へ
と
転
換
さ
れ
、
肉
質

や
体
格
の
良
さ
を
求
め
る
改
良
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
は
集
団
的
な
和
牛

の
改
良
が
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
56
年

に
種
雄
牛
（
父
牛
）
の
充
実
を
図
る

た
め
に
兵
庫
県
（
但た

馬じ
ま

牛う
し

の
産
地
）

か
ら
岐
阜
県
へ
導
入
さ
れ
た
の
が
、

飛
驒
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
立
役
者
と
な

る
「
安や

す

福ふ
く

」
で
し
た
。
安
福
は
、
当

時
清
見
村
の
県
種
畜
場
（
現
：
県
畜

産
研
究
所
）
で
種
雄
牛
と
し
て
の
飼

育
が
始
ま
り
、
凍
結
精
液
の
生
産
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
頃
か
ら

人
工
授
精
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
「
安

福
」
の
産
子
が
飛
驒
子
牛
市
場
に
出

回
る
よ
う
に
な
る
と
、
平
均
で
25
万

円
程
度
と
低
迷
し
て
い
た
子
牛
価
格

を
押
し
上
げ
ま
し
た
。
平
成
３
年
に

は
、
安
福
産
子
が
70
万
円
を
超
え
る

価
格
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

飛
驒
子
牛
市
場
を
全
国
ト
ッ
プ
の
座

に
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
県
畜
産
研
究
所
を
始

め
、
関
係
機
関
、
生
産
農
家
の
総
力

で
育
種
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
安
福
」
の
遺
伝
子
は
息
子
牛

の
「
飛
驒
白し

ら

清き
よ

」
、
孫
牛
に
あ
た
る

「
白
清
85
の
３
」
や
「
花は

な

清き
よ

国く
に

」
、

現
在
で
は
ひ
孫
に
当
た
る
「
花は

な

清き
よ

勝か
つ

」
「
花は
な

清き
よ

光み
つ

」
な
ど
に
引
き
継
が

れ
、
飛
驒
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

●
誇
る
べ
き
特
徴

　

昭
和
63
年
の
牛
肉
輸
入
自
由
化
等

の
対
策
の
た
め
関
係
者
が
一
丸
と
な

っ
た
「
飛
驒
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
県
内
統
一
銘
柄
「
飛

驒
牛
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

「
飛
驒
牛
」
は
協
議
会
が
認
定
し

た
生
産
者
に
よ
り
県
内
で
14
カ
月
以

上
肥
育
さ
れ
た
黒
毛
和
種
の
肉
牛

の
う
ち
、
日
本
食
肉
各
付
協
会
が
実

施
す
る
牛
枝
肉
格
付
け
に
よ
る
肉
質

等
級
が
3
以
上
（
5
段
階
で
5
が
最

上
）
の
も
の
と
定
義
づ
け
ら
れ
、
品

質
が
厳
格
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
驒
牛
の
肉
質
は
、
淡
い
肉
色

で
、
＂小
ざ
し＂
と
呼
ば
れ
る
網
目
の

よ
う
な
霜
降
り
が
モ
モ
肉
に
ま
で
入

る
の
が
最
大
の
特
徴
で
、
融
点
の
低

い
脂
質
か
ら
、
き
め
細
か
で
や
わ
ら

か
く
、
豊
潤
な
味
わ
い
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
飛
驒
牛
は
、
畜
産
業
界
の
み

な
ら
ず
食
肉
業
界
や
観
光
産
業
な
ど

と
共
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
、
更

な
る
知
名
度
ア
ッ
プ
に
大
き
な
相
乗

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

●
飛
驒
食
肉
セ
ン
タ
ー

　

「
飛
驒
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
は
、
県

の
主
要
銘
柄
で
あ
る
「
飛
驒
牛
」
を

衛
生
的
な
と
畜
処
理
と
食
肉
加
工
を

行
う
施
設
と
し
て
平
成
14
年
に
現
在

の
高
山
市
八
日
町
に
新
築
移
転
し
、

飛
驒
ミ
ー
ト
農
業
協
同
組
合
連
合
会

（
駒
屋
廣
行
代
表
理
事
会
長
）
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
国
内
の
食
肉

市
場
で
は
初
と
な
る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

２
２
０
０
０
を
認
証
取
得
す
る
な
ど

世
界
最
高
水
準
の
衛
生
管
理
体
制
を

実
現
し
、
食
肉
の
生
産
か
ら
流
通
、

消
費
者
へ
の
供
給
に
至
る
ま
で
安
全

性
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

間
５
，
７
０
０
頭
の
県
内
産
黒
毛
和

牛
を
取
り
扱
い
、
う
ち
約
19
ト
ン
の

「
飛
驒
牛
」
が
ア
ジ
ア
や
欧
米
へ
輸

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
そ
の
歴
史
経
緯
と

　
　
誇
る
べ
き
特
徴
―

問
合
先
飛
驒
牛
応
援
実
行
委
員
会

（
畜
産
課
内
）

☎
35-

３
１
４
２

岐阜県畜産研究所
飛驒牛研究部長 向

むこう

島
じま

幸
こう

司
し

さん

飛驒ミート農業協同組合連合会
業務部長 下

しも

出
で

敏
とし

樹
き

さん

飛驒牛ブランドの立役者「安福」
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①
乗
鞍
岳「
剣
个
峰
」

　
親
子
登
山
コ
ー
ス

　

畳
平
か
ら
乗
鞍
岳
最
高
峰
の
剣
ヶ

峰
を
目
指
し
ま
す
。

期
日　

8
月
11
日
（
金
・
祝
）

時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

集
合
場
所　

市
役
所
ほ
か

対
象　

親
子
（
小
学
4
年
生
以
上
）

※
親
以
外
の
保
護
者
も
可

定
員
　
20
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限　

7
月
28
日
㈮

②
乗
鞍
岳「
お
花
畑
」

　
親
子
周
遊
コ
ー
ス

　

畳
平
周
辺
の
お
花
畑
や
鶴
ヶ
池
を

散
策
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
、
乗
鞍

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。

期
日
　

8
月
11
日
（
金
・
祝
）

時
間
　
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

集
合
場
所
　
市
役
所
ほ
か

対
象
　
親
子
（
小
学
生
以
上
）

※
親
以
外
の
保
護
者
も
可

定
員
　
20
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限　

7
月
28
日
㈮

西
穂
高
岳

　
親
子
登
山
ツ
ア
ー

　

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
西
穂
高
口

駅
か
ら
西
穂
高
山
荘
ま
た
は
丸
山
を

目
指
し
ま
す
。

期
日
　

8
月
20
日
㈰

時
間
　
午
前
6
時
〜
午
後
6
時

集
合
場
所
　
市
役
所
ほ
か

対
象
　
親
子
（
小
学
4
年
生
以
上
）

※
親
以
外
の
保
護
者
も
可

定
員
　
40
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
大
人
２
，
５
０
０
円

小
学
生
以
下
1
，
２
５
０
円

申
込
期
限
　

8
月
4
日
㈮

白
山
親
子

　
　
登
山
ツ
ア
ー

　

白
水
湖
登
山
口
（
白
川
村
）
か
ら

室
堂
を
目
指
す
１
泊
２
日
の
登
山
コ

ー
ス
で
す
。

期
日
　

8
月
26
日
㈯
午
前
5
時
〜
27

日
㈰
午
後
3
時
30
分

集
合
場
所　

市
役
所
ほ
か

対
象　

体
力
に
自
信
の
あ
る
親
子

（
小
学
4
年
生
以
上
）

※
親
以
外
の
保
護
者
も
可

定
員　

20
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

大
人
１
０
，
０
０
０
円

中
学
生
以
下
８
，
３
０
０
円

申
込
期
限　

8
月
9
日
㈬

乗
鞍
岳

　
　
平
湯
道
ツ
ア
ー

期
日　

9
月
10
日
㈰

　

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
土
俵
ヶ
原

か
ら
平
湯
ま
で
の
下
山
コ
ー
ス
で

す
。

時
間
　
午
前
7
時
〜
午
後
5
時

集
合
場
所
　
市
役
所
ほ
か

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
（
小
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
20
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

申
込
期
限　

8
月
25
日
㈮

山の日自然公園ガイドツアー
　8月11日は国民の祝日「山の日」です。山に親しむ機会を得
て、地域の自然資源としての山の魅力に気づき、山の恩恵に
感謝するため、自然公園ガイドツアーを開催します。
　ぜひこの機会に、親子で触れ合いながら、身近にある雄大
な自然に触れ、山の恵みを実感してみませんか。

1

飛
驒
の
里
七
夕
飾
り

　

大
き
な
七
夕
飾
り
、池
に
は
川
床
飾

り
、各
民
家
に
は
笹
飾
り
短
冊
を
置
き

願
い
事
を
書
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。飛
驒

の
１
カ
月
遅
れ
の
七
夕
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

期
日
　
7
月
22
日
㈯
〜
8
月
7
日
㈪

場
所
　
飛
驒
の
里（
上
岡
本
町
１
）

※
市
民
の
方
は
市
内
在
住
が
確
認
で
き

る
も
の
を
提
示
す
る
と
入
館
無
料
で
す
。

飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

・
岐
阜
県
博
物
館
移
動
展「
見
つ
め

る
目 

写
真
家
の
見
た
飛
驒
美
濃
」

期
日　

7
月
21
日
㈮
〜
9
月
18
日（
月・

祝
）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・「
高
山
陣
屋
文
書
」の
閲
覧

　

県
歴
史
資
料
館
が
所
蔵
す
る
飛
驒

郡
代
高
山
陣
屋
文
書
の
中
か
ら
、地
震

や
火
事
な
ど
の
事
件
、盆
踊
り
や
祭
に

関
す
る
史
料
811
点
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

期
日　

平
成
30
年
6
月
8
日
㈮
ま
で

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

※
場
所
は
い
ず
れ
も
飛
驒
高
山
ま
ち
の

博
物
館（
上
一
之
町
）で
す
。

夏
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

問
合
先
飛
驒
民
俗
村

☎
34-

４
７
１
１

問
合
先
飛
驒
高
山
ま
ち
の
博
物
館

☎
32-

１
２
０
５

2

34

申込方法
各コースの申込期限までに、郵送・FAX・MAIL

（住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、小
中学生の場合は学校名と学年、参加希望コース
を明記）
※電話での申し込みはできません。
※対象となるのは、高山市民の方です。
参加者の決定結果は郵送でお知らせします。

申込・問合先
〒506-8555
花岡町 2 丁目18 番地
高山市役所　環境政策推進課

「自然公園ガイドツアー」宛て
☎ 35-3533 FAX 35-3169
Mail kankyouseisaku@city.takayama.lg.jp
広報 ID 1008547

1
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暮らしを守る私たちの足
地域に根付いた
公共交通を目指して

　

本
市
は
広
大
な
面
積
を
有
し
、
標
高
差
も
大
き
い
た
め
、

自
家
用
車
や
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
ま
た
、
冬
期
は
積
雪
に
よ
り
徒
歩
や
自
転
車
で
の
移
動

が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
移
動
制
約
者
（
自
力
で
移
動

で
き
る
者
の
う
ち
、
自
分
自
身
が
自
由
に
使
え
る
交
通
手
段

を
持
た
な
い
者
）
に
と
っ
て
は
公
共
交
通
が
必
要
不
可
欠
な

地
域
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
が
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
物
が
で
き

る
な
ど
最
低
限
の
「
生
活
環
境
の
質
」
を
確
保
す
る
た
め
、

交
通
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
公
共
交
通
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
を
将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
と
す
る
た

め
、
観
光
客
も
含
め
た
利
用
促
進
を
図
る
ほ
か
、
利
便
性
向

　

平
成
28
年
度
の
の
ら
マ
イ
カ
ー
、
ま
ち
な
み
バ
ス
の
利
用

者
数
は
、
約
16
万
人
で
、
前
年
度
比
較
で
は
約
5
千
人
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
減
少
し
た
理
由
は
、
主
に
通
学
や
通
園

の
利
用
者
の
減
少
に
よ
る
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
の
1
便
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
は
約
4.0
人

で
、
う
ち
高
山
地
域
は
6.8
人
、
全
支
所
地
域
の
平
均
は
1.6
人

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
約
２
億
２
千
万
円
の

経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
は
市
民
の
皆
様
の
利
用
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
状
況

よ
り
便
利
で
効
率
的
な
バ
ス
に
す
る

た
め
の
取
り
組
み

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
移
動
制
約
者
の
増
加
も
予
測
さ

れ
る
た
め
、
公
共
交
通
の
必
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
主
な
原
因
者
と
な
る
交

通
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
返
納

者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
い
た
だ
き
、
安
全
・
安

心
な
公
共
交
通
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
に
伴
う
公
共
交
通
の
必
要
性

　

バ
ス
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
私
た
ち

の
「
生
活
の
足
」
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
利
用
し
、
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。
公
共
交
通

に
は
、
次
の
よ
う
な
役
割
や
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
高
齢
者
や
学
生
な
ど
自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
い
人
に
と

っ
て
重
要
な
移
動
手
段
で
す
。

●
マ
イ
カ
ー
の
替
わ
り
に
利
用
す
る
こ
と
で
走
行
車
両
が
減

り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
減
少
し
ま
す
。

●
観
光
客
の
観
光
エ
リ
ア
や
散
策
ル
ー
ト
が
広
が
り
ま
す
。

●
マ
イ
カ
ー
の
購
入
や
維
持
管
理
費
と
比
較
す
る
と
経
済
的

に
も
お
得
で
す
。

●
自
身
の
体
調
が
悪
い
時
な
ど
も
安
全
に
移
動
で
き
ま
す
。

●
老
若
男
女
が
笑
顔
で
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
で

す
。

●
子
ど
も
た
ち
は
公
共
交
通
の
利
用
方
法
や
社
会
の
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
役
割
と
は

上
等
に
向
け
た
見
直
し
、
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
等
に
よ
り
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 平成25年度～平成28年度の利用実績                                          　　　　　　　　　　単位：人

区分
H25 H26 H27 H28 対前年比増減

年間 
利用者

1便あたり 
平均利用者

年間 
利用者

1便あたり 
平均利用者

年間 
利用者

1便あたり 
平均利用者

年間 
利用者

1便あたり 
平均利用者

年間 
利用者

1便あたり 
平均利用者

まちなみバス 37,685 5.3 37,060 5.3 37,593 5.3 38,235 5.4 642 0.1 

の
ら
マ
イ
カ
ー

高山 93,722 8.2 89,939 8.0 89,422 7.9 87,275 7.7 -2,147 -0.2 

丹生川 6,343 2.3 5,488 2.0 4,910 1.8 4,953 1.8 43 0.0 

清見 10,905 2.5 9,258 2.1 11,735 2.7 9,475 2.2 -2,260 -0.5 

荘川 5,121 2.6 4,828 2.5 4,923 2.5 4,652 2.7 -271 0.2 

一之宮 574 1.9 612 1.7 460 1.8 646 1.7 186 -0.1 

久々野 7,087 1.4 7,204 1.4 6,767 1.3 5,511 0.9 -1,256 -0.4 

朝日 894 2.0 227 1.5 190 1.4 172 1.3 -18 -0.1 

高根 3,800 1.3 3,556 1.3 3,335 1.2 3,185 1.1 -150 -0.1 

国府 4,568 1.5 4,326 1.5 4,068 1.4 4,402 1.5 334 0.1 

上宝 1,517 1.0 1,565 1.1 1,570 2.0 1,637 3.3 67 1.3 

合計 172,216 4.2 164,063 4.1 164,973 4.2 160,143 4.0 -4,830 -0.2 
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①市民乗車パス
　（発行場所：濃飛バス、市役所都市整備課・福祉課、各支

所）
　 高山市民を対象に発行する「市民乗車パス」を使えば、

幹線バスをお得に利用できます。
　  Ⅰ 同一地域内で乗り降りする場合
　  → １乗車 100円
　  Ⅱ 地域を越えて乗り降りする場合
　  → １乗車 1，030円上限
　  ※乗務員に市民乗車パスをご提示ください。

②回数券（発売場所：濃飛バス、100円券つづりのみ車内
購入可能）

　 12枚つづりを10枚分の金額で購入できます。
　 （学生回数券は13枚つづりを10枚分の金額で購入できます）

③一日フリー乗車券（発売場所：濃飛バス）
　 まちなみバス・さるぼぼバス・のらマイカーが1日乗り放題

で利用でき、フリー乗車券を提示すると市内13の観光施
設が割引料金で利用できます。大人620円、小人310円で

す。

④すくーるホリデーきっぷ（発売場所：濃飛バス）
　 小・中学生・高校生が学校休校日（濃飛バス設定日）に濃

飛バス全路線（ただし高速バス等一部路線を除く）を１日
510円で乗り放題で利用できます。

その他にもお得な乗車券がありますので、詳しくは
濃飛バスへお問い合わせください。

バスをお得に利用しよう

 高山市役所 都市整備課政策企画係
 〒506-8555
 高山市花岡町2丁目18番地
 toshiseibi@city.takayama.lg.jp

 35－3168
 32－3333（内線2339）

　市では、より効果的で効率的な運行を行うため、
市民の皆様の声を反映しながら改善していきたいと
考えていますので、バス運行に対するご意見・ご要
望などをお聞かせください（任意様式にて下記宛先
まで）。
　なお、平成28年度にいただいたご意見等につい
ては、市ホームページ「地域公共交通」で公開して
いますのでご覧ください。

バス運行に関するご意見を
お聞かせください

※例えば、単に「増便してほしい」などのご意見
の場合、検討が困難なため、具体的な路線や時
間、理由など、できるだけ詳細にお願いします。

宛 先
郵 送

メール

F A X
電 話

※市ホームページのお問い合わせ専用
フォームをお使いいただくことも可能です。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
を
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス

●
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
専
用
回
数
券
の
交
付

　

平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
に
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

　

方
を
対
象
と
し
て
、
市
へ
申
請
し
た
市
民
の
方
へ
自
主
運
行
バ
ス

　

等
で
利
用
で
き
る
回
数
券
（
１
０
０
円
券
24
枚
綴
）
を
交
付
し
て

　

い
ま
す
。（
１
人
１
冊
限
り
）

　

申
請
方
法
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
バ
ス
の
優
遇
措
置

　
運
賃　

通
常
片
道
運
賃
を
半
額

　
対
象　

警
察
署
・
運
転
者
講
習
セ
ン
タ
ー
で
発
行
す
る
「
運
転
経

　

歴
証
明
書
」
を
提
示
さ
れ
た
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

　
対
象
路
線　

濃
飛
バ
ス
全
路
線
、
高
速
バ
ス
「
高
山–

岐
阜
線
」

　
（
対
象
以
外
の
高
速
バ
ス
・
特
急
バ
ス
お
よ
び
上
高
地
線
・
乗
鞍

　

線
な
ど
他
社
と
の
共
同
運
行
路
線
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
タ
ク
シ
ー
の
優
遇
措
置

　
運
賃　

乗
車
料
金
を
１
割
引
（
65
歳
以
上
の
方
対
象
、
迎
車
料
金

　

は
除
く
）

　
対
象　

警
察
署
・
運
転
者
講
習
セ
ン
タ
ー
で
発
行
す
る
「
運
転
経

　

歴
証
明
書
」
を
提
示
さ
れ
た
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

　

対
象
と
な
る
タ
ク
シ
ー
や
そ
の
他
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
割
引　

　

制
度
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

　

運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
１
，０
０
０
円
の
全
額
助
成

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合先
広報ID

都市整備課　☎35⊖3176
1001166

問
合
先
都
市
整
備
課  

☎
35-
３
１
７
６

問
合
先
濃
飛
バ
ス  

☎
32-

１
６
８
８

問
合
先
岐
阜
県
タ
ク
シ
ー
協
会
飛
驒
支
部  

☎
32-

５
２
４
０

問
合
先
飛
驒
運
転
者
講
習
セ
ン
タ
ー  

☎
33-

３
４
３
０

濃飛バス ☎32⊖1688問合先
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　今年も「のりもの
フェスタinたかやま」を
開催します。
　今回もさまざまな乗
り物が大集合します！
　ぜひお誘いあわせの
うえ、ご来場ください。

日　時　9月24日㈰　10時～15時（雨天中止）
場　所　市役所本庁駐車場
※詳細は後日お知らせします。

バスに乗って楽しもう！ 夏のイベントのご案内

　市内の乗合バス（のらマイカー、まちなみバス、たかね
号、さるぼぼバス、幹線バス）に乗車した小中学生にポイン
トシールを進呈します。集めたシール枚数（5枚以上）によ
り景品をプレゼント！
　まずは、バスでお出かけしよう♪
応募方法　
ポイントカードとシールは運転士からもらえます。
シールを集めたら9月4日㈪までに市役所1階インフォ
メーション、3階都市整備課、各支所、濃飛バス窓口まで
提出してください。

バスガイドがまちなみバスで市内各所を案内します。

バスガイド付バス

日　時　8月7日㈪・8日㈫  午前9時～午後6時
場　所　高山濃飛バスセンター
内　容　●七夕飾り（高山濃飛バスセンター内）
           ●その他お楽しみ

旧暦の七夕にバス関連イベントを開催します。

七夕イベント

　旧暦の七夕にバス関連のイベントを開催します！
　七夕限定のイベントで涼しげな雰囲気を味わってみま
せんか。 バスに乗り慣れよう！

バスポイントカード

のりものフェスタinたかやま
開催決定！

　ふだんは全国各地で観光案内をしているバスガイド
が、まちなみバスに登場！ 観光名所などを車内で案内し
てくれます。観光客になった気分で、市内のまちなみを
巡ってみませんか？
乗車日　８月11日（金・祝）～20日（日）
乗車便　まちなみバス（右回り）
　高山濃飛バスセンター発  駅西、市役所方面経由
　バスセンター発時間／9：30、10：30、12：30、
 13：30、14：30
運　賃　1乗車100円、未就学児は無料です。

★サマーフェスティバル（まち
なか歩いてクイズラリー）で
フリー乗車券引換券を受け
取られた小中学生の皆さん
は、この機会にまちなみバス
に乗ってみよう！
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高齢者受給者証（紫色）を
お届けします

問合先 高年介護課 ☎35–3178

問
合
先
市
民
課  

☎
35-

３
１
３
７

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
加
入

さ
れ
て
い
る
方
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に

安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
お
互
い
に
助
け
合
う
医
療
保
険
制
度
で

す
。

　

今
年
度
は
国
の
政
令
改
正
に
基
づ
き
、
中
低

所
得
層
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

軽
減
基
準
に
つ
い
て
変
更
し
ま
し
た
。
ご
理
解

い
た
だ
き
、
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
所
得
に
よ
る
保
険
料
軽
減
対
象
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
す

　

低
所
得
者
へ
の
国
保
料
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
（
特
定
同
一
世
帯

所
属
者
を
含
む
※
）
の
所
得
の
合
計
額
に
応
じ

て
、
そ
の
世
帯
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
７

割
、
５
割
、
２
割
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
国
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
５
割
と
２
割
の
軽
減
対
象
に
な
る
所
得
の

基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
軽
減
対
象
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
国
保

資
格
を
喪
失
し
た
人
で
、
引
き
続
き
同
一
世
帯

に
属
す
る
人
の
こ
と

70～74歳の国民健康保険に
加入している方へ

　８月１日から使用していただく新しい高齢者受給者証
（紫色）は、７月中に郵便局員が直接手渡しする「簡易書
留郵便」でお届けします。
　長期間留守にされる方や、市役所・支所での受け取りを
希望される方はお早めにご連絡ください。
※国民健康保険被保険者証（緑色）の有効期限は９月30
日のため、９月下旬に新しい証をお届けします。

保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
）

　

平
成
28
年
中
の
所
得
が
確
定
し
、
平
成
29
年
度
の
保
険

料
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
７
月
20
日
頃
に
、
保
険
料
の

決
定
通
知
書
（
本
算
定
分
）
を
お
届
け
し
ま
す
。
保
険
料

額
や
支
払
い
方
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市民課  ☎35⊖3137問合先

高額介護（予防）サービス費の基準が変わります

　平成29年8月から、高額介護（予防）サービス費における１カ月の利用者負担上限額
が、一部変更になります。
上記の表の「要件」については、次の①②のとおりです。
①現役並み所得者世帯（※1）に該当しないこと
②同じ世帯のすべての65歳以上の方（介護サービスを利用していない方を含む）の利用
者負担割合が１割（※2）であること

（※1）同じ世帯に課税所得が145万円以上の65歳以上の方がいる場合で、世帯のすべての65歳以
上の方の収入の合計額が520万円（単身の場合は383万円）以上の場合に現役並み所得者世帯と
なります。

（※2）65歳以上の方で1割負担となるのは、次のどちらかに該当する方です。
・本人の合計所得金額が160万円未満
・本人の合計所得金額が160万円以上であるが、世帯の65歳以上の方の年金収入とその他の合計
所得金額の合計が346万円未満（単身の場合は280万円未満）
ただし、この年間上限額の設定は平成29年8月からの３年間に限られた措置です。

軽減対象となる所得基準額の改正内容
軽減割合 世帯の総所得金額

7割軽減 33万円以下（改正なし）

5割軽減
改正後 33万円＋（27万円×被保険者数）以下

改正前 33万円＋（26.5万円×被保険者数）以下

2割軽減
改正後 33万円＋（49万円×被保険者数）以下

改正前 33万円＋（48万円×被保険者数）以下

問
合
先
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

市
民
課 

☎
35⊖

３
１
３
７

介
護
保
険
に
つ
い
て

高
年
介
護
課 

☎
35⊖

３
１
７
８

生活保護を受
給している方

世帯全員が市民税非課税
世帯内のどなたかが市民税を

課税されている方

現役並み所得
者に相当する
方がいる世帯
の方

前年の合計所得金額と
公的年金収入額の合計
が80万円以下の方等

左記以外
の方

個人の負担
上限額(月額)

15,000円
15,000円 24,600円 変更

37,200円　→　44,400円
ただし「要件」すべてに該当する世帯には
年間上限額（446,400円）を設定

44,400円
世帯の負担
上限額(月額)

24,600円
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高山市は消費者行政の体制を持続的に維持・強化していきます

　

夏
休
み
は
、子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
機
会
が
増
え
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
や
す
い
時
期
で
す
。

◦
子
ど
も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア
プ
リ

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
て
、親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
使
用
し
、有
料
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し

て
し
ま
っ
た

◦
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ

で
、商
品
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が

届
か
な
い

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
中
、い
き
な
り
高

額
の
料
金
を
請
求
す
る
画
面
が
表
示
さ
れ

て
動
か
な
く
な
っ
た

他
に
も
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
潜
ん
で
い
ま
す

◦
依
存
症
な
ど
に
よ
る
日
常
生
活
への
悪
影
響

◦
無
料
通
話
ア
プ
リ
な
ど
で
の
悪
口
や
仲
間
外
れ

◦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
に
よ
る
犯

　

罪
被
害　

な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
賢
く
使
う
た
め
に

○
保
護
者
が
知
識
を
持
ち
、子
ど
も
達
の
使

　
い
方
を
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
が
利
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
、パ
ソ

も
う
す
ぐ
夏
休
み
…

お
子
さ
ん
の

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、携
帯
電
話
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
型
音
楽
プ
レ

イ
ヤ
ー
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
を
楽
し

む
こ
と
や
、小
型
ゲ
ー
ム
機
で
ゲ
ー
ム
仲
間
と
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○「
わ
が
家
の
ル
ー
ル
」を
決
め
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
が
今
、ど
ん
な
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
る

か
、な
ぜ
必
要
な
の
か
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使

う
か
な
ど
の
現
状
や
目
的
を
確
認
し
た
上
で
し

っ
か
り
話
し
合
い
、子
ど
も
と
一
緒
に
使
い
方
の

ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
な
ど
を
正
し
く
知
っ

　
て
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ペ
ア
レ
ン
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
保
護
者
が
管
理
制
限
で
き
る
機
能
）な
ど
を

利
用
し
、ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８（
局
番
な
し
）に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
住
ま
い
の
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
事
例

高校生や大学生など
学生の方も年に一度は
健康診査を受けましょう

　市では、39歳以下の健康診査を、中学３年生
から受けられるよう、対象年齢を引き下げて実施
しています。学校で行う健診とは検査項目も異
なり、血糖やコレステロール、腎臓の働きをみる
検査や血圧測定などによって、からだの状態を
知ることができます。
　さらに、25歳以下の方は、健診の自己負担金

（510円）が無料になります。年に１回は健康診
査を受けて、健康を確認しましょう。
　高校生や大学生など学生の方は夏休みを
利用して健康診査を受けることもできます。
　中学３年生以外の年齢の方は申し込みが必
要です。電話での申し込みも受け付けますので
健康推進課へご連絡ください。
　健診日程は市 HPでもご覧
いただけます。

　市では、市民の方を対象に各種がん検診などを４月から12月の予定で実
施しています。今年度、お申し込みがまだの方や転入などで新たに市民にな
られた方、予約日に受診できなかった方は、ぜひ検診を受けてください。
　申込方法と検診日程をご案内しますので、お気軽にお問い合わせくださ
い。（検診日程の案内は、一部未発送の地域もあります。）
　今年度、下記の方を対象に一部のがん検診の自己負担金を無料として
います。この機会にぜひお申し込みください。
◎大腸がん検診：２日分の便を採取して検査します。
　◦昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生まれの方
◎子宮頸

けい

がん検診：子宮頸部の細胞を採取して検査します。
　◦平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの方
◎乳がん検診：乳房のマンモグラフィ（レントゲン）検査をします。
　◦昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生まれの方

◉肺がん・胃がん・大腸がん・肝炎ウイルス（40歳以上）
◉前立腺がん（50〜65歳）
◉子宮頸

けい

がん（20歳以上）
◉乳がん（30歳以上）
◉骨粗しょう症・歯周疾患検診（年齢基準あり）
〜検診種類により、対象となる年齢が異なりますので詳細はお問い合わせ下さい〜

がん検診などを受けましたか

健康推進課　 ☎35⊖3160問合先
問合先

広報ID

健康推進課
☎35⊖3160
1000469

問
合
先
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
協
働
推
進
課
内
）

☎
35-

２
０
３
０
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/情報のひろば 市役所の住所　〒506-8555  花岡町2-18

家庭ごみの豆知識 ❹ ごみの出し方
〜粗大ごみについて〜

　粗大ごみ(市推奨袋に入りきらないもの)を出す際は、戸別収集ま
たは直接持込をご利用ください。戸別収集を利用される場合は、お住
まいの地域ごとに決められた番号に電話予約をしてください。
　予約時には、粗大ごみの種類や数量、住所、氏名、電話番号をお知
らせください。

◎高山/35-4530　◎丹生川/78-1111　◎清見/68-2211
◎荘川/05769-2-2211　◎一之宮、久々野、朝日、高根/52-2378
◎国府/72-3111　◎上宝、奥飛驒温泉郷/0578-86-2111　

　予約時に、収集日をお伝えしますので、粗大ごみ処理券(540円)を
1点につき1枚貼り、収集日の当日朝８時30分までに玄関先などに出
してください。なお、粗大ごみ処理券は、生活環境課(市役所２階)、資
源リサイクルセンター、各支所、または市指定ごみ処理券を販売する
取扱店舗で事前にお求めください。

◉テレビ、冷蔵(冷凍)庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機は収集できま
　せんので販売店にお問合わせください。

◉オートバイはメーカーがリサイクルしますので、販売店にご相談く
　ださい。

◉大量に粗大ごみが出る場合は、一般廃棄物収集運搬許可業者に依
頼いただくか、直接資源リサイクルセンター(または、久々野クリーン
センター)に持ち込んでください。直接持込の場合、粗大ごみ処理
券は必要ありませんが、持込重量に応じた料金がかかります。

　東日本大震災の被災地支援のひとつとして、市と市社会福祉協議会では、夏休み
を利用した被災地の子どもたちの笑顔と元気を取り戻す取り組みを支援します。

1被災地の子どもたちが高山に滞在し、自然体験や交流などに取り組む
2高山の子どもたちが被災地に出向き、現地の子どもたちと交流などに取り組む
支援内容　受け入れに要する経費の一部助成、情報発信
対象団体　まちづくり協議会、町内会、市民活動団体、経済関係団体、福祉関係団体、
　　　　　教育関係団体ほか（政治・宗教団体は対象外）
申込方法　日程や経費が分かる書類を７月31日㈪までに市社会福祉協議会に提出
※支援をお考えの際はお気軽に
　お問い合わせください。

　Webコア飛驒では、県内の事業所のネット
ビジネスなどへの挑戦や販路開拓、売上拡
大等を支援しています。
　職員による相談対応だけでなく、プロカメラ
マンやWEBデザイナーによる撮影指導やデ
ザイン指導も受けることができます。

相談日　毎週金曜日　午前10時～午後５時
　　　　※完全予約制です。
場所　飛驒地域地場産業振興センター３階（天満町5）
料金　無料（一部有料）

子どもたちのための被災地支援
～Ｆｏｒ チルドレンプロジェクト～

申 込
問合先

福祉課　☎35⊖3356
市社会福祉協議会　☎35⊖0294

問合先 資源リサイクルセンター　☎35⊖1244

　市内にお住まいの独身男性と市内への移住に興味がある
都市圏の女性との出会いの場を提供します。男性は事前にコ
ミュニケーション等に関するセミナーを受講した後、体験交流ツ
アーを通じて、女性との懇親を深めます。
●ツアー説明会・セミナー
　日時：９月９日（土）　午後２時～４時３０分
　場所：高山市役所会議室
　対象：市内在住の男性（ツアー実施日に２５歳～４０歳）
　定員：３０人（超えた場合は抽選）　参加料：無料
　申込方法：８月２８日（月）までに TEL・FAX・MAIL「ミライカレッジ
参加希望」と明記のうえ、氏名、住所、生年月日、連絡先を記
入）※セミナーのみの参加も可能です。

●体験交流ツアー（市内１泊２日）
　期日：１０月２８日（土）～２９日（日）
　定員：２０人（超えた場合は抽選）
宿泊は奥飛驒温泉郷、参加料は１５，０００円程度の予定で
す。参加には、説明会とセミナーの受講が必要です。詳細、
申込方法は、説明会でお知らせします。

結婚支援事業～学びと出会い～

ミライカレッジ飛驒高山 男性参加者募集

Webコア飛驒オープン（ぎふネットショップITビジネス総合支援センター）

申 込
問合先

Webコア飛驒　☎0584⊖77⊖1177
http://ec-support.softopia.or.jp/webcorehida/

申 込
問合先

協働推進課　☎35⊖3412　FAX35⊖3414
kyoudou@city.takayama.lg.jp

募
集

広告
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ

募
集

情報のひろば

『こころの電話相談』いのち・サポートひだ ☎36-4670（毎週土曜日・日曜日 午後7時～10時）

平成29年度 たかやま経営相談窓口のご案内

大規模開発構想届の縦覧

　高山市美しい景観と潤いのあるまちづく
り条例に基づき、大規模開発構想届の縦覧
を行います。この開発事業については８月４
日㈮まで市へ意見を提出することができま
す。なお、縦覧期間は７月28日㈮までです。
開発事業者　医療法人 三

さん

紲
せつ

会
かい

　　　　　　理事長　山
やま

下
した

　直
なお

哉
や

事業名　（仮称）高山市昭和町住宅型
　　　　 有料老人ホーム新築工事
内容　建築物の建築等
場所　昭和町３丁目180番１の一部
延べ床面積　1,720.05㎡
縦覧場所　都市整備課（本庁３階）

問合先 都市整備課　☎35⊖3159

期日　８月26日～平成30年１月27日までの
　第１日曜日、第２・第４土曜日（全14回）
時間　午前10時～午後４時
場所　市民文化会館（昭和町１）
定員　20人（先着順）
参加料　2,700円（テキスト代、保険代）
申込方法　８月17日㈭までに FAX（住所、
　氏名、連絡先電話番号を明記）

申 込
問合先

岐阜県盲ろう者通訳・介助者派
遣事業事務所
☎・FAX058⊖275⊖7709　

岐阜県盲ろう者
通訳・介助者養成講座

●土器づくり ７月29日㈯～30日㈰  ９：00～、13：30～  定員100人
●勾玉づくり ８月４日㈮～６日㈰  ９：00～、13：30～  定員180人

対象　市内在住・在学の児童・生徒（一般の参加も可）
場所　風土記の丘学習センター（赤保木町）
参加料　無料
申込方法　前日までに TEL

夏休み縄文土器・勾玉づくり講座
　木工工作に必要な木材を無料で配布します。材料を使って、
第42回飛驒児童・生徒木工工作コンクールに出展しませんか。
日時　７月22日㈯　午前10時～11時30分
場所　市民文化会館駐車場（昭和町１）
対象　飛驒地域在住の小中学生

材料の無料配布飛驒児童・生徒
木工工作コンクール

第56回 全飛発明くふう展・     
　　未来の科学の夢絵画展

　（一社）岐阜県発明協会高山支会では、日常生活に役立つ
アイデア作品や、未来の科学の夢を描いた絵画を募集します。

対象　飛驒地域に在住の方（小学生の部、
　　　中学生の部、高校生・一般の部）
参加料　無料
申込方法　高校生・一般の部は９月４日㈪ま

でに商工課へ。それ以外の部は各学校へ

展示
９月15日㈮　午後１時～７時
９月16日㈯　午前９時～午後７時
９月17日㈰　午前９時～午後４時
場所　市民文化会館（昭和町１）

第55回岐阜県知事賞　「節電座ぶとん」
　　　北小学校5年（当時） 前

まえ

田
だ

帆
ほ

翔
のか

さん

作品
募集

対象　60歳以上の就業意欲があ
　る県内在住者で、シルバー人材
　センターへ入会希望の方
期日　8月25日㈮
場所　市民文化会館（昭和町1）
定員　10人　　受講料　無料

申込方法　市民コーナー（本庁1階）や市シル
　バー人材センターにある申込用紙に必要事
　項を記入のうえ、8月10日㈭までに FAX・郵送
申込先　県シルバー人材センター連合会　
　〒500-8145　岐阜市雲井町3-12
　☎058-249-0228　FAX058-248-9730

人材育成事業  「駐車場案内」講習 受講者募集

　弁護士や税理士、司法書士による、不動産問題、相続、税金、労働問題などの無料相談
会を開催します。どなたでもご利用いただけます。
日時　８月５日㈯　午前９時～正午　　場所　飛驒地区労働者福祉会館（名田町５）
定員　弁護士による相談は６人　　申込方法　事前にTEL（７月31日㈪午前９時から受付）

なんでも相談会
申込・問合先 岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部　☎57⊖7211

問合先 商工課
☎35⊖3144

申 込
問合先

文化財課
☎35⊖3156問合先 高山あすなろ会

☎34⊖0655

問合先 市シルバー人材センター　☎32⊖8090

　高山市と中小企業庁岐阜県よろず支援拠点が共催で開設している「たかやま経営相談窓
口」は、創業・販路拡大・事業見直しなど多様な課題に対して、丁寧な応対と具体的で分かり
やすいアドバイスは大変好評です。
　今年はさらに、コーディネーター陣によるミニ・セミナーの開催も予定しています。それぞれ
の専門分野をテーマに２〜３名からの少人数規模での開催を予定しており、気軽に参加でき
て身近に疑問を解決できる、学びと相談の場を提供します。

相談日時　毎月第2木曜日午前11時〜午後5時　　相談場所　市役所会議室（花岡町2）
相談対応　チーフコーディネーター 三

み

輪
わ

　知
とも

生
お

　　　　　コーディネーター 高
たか

村
むら

　明
あき

宏
ひろ 問合先 商工課

☎35⊖3144
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毎月19日は食育の日です　適正体重を維持できるように心がけましょう

弁護士無料法律相談会

対象　市内在住の方
日時　８月15日㈫　午後１時～４時
場所　市役所（花岡町２）
定員　９人（超えた場合は抽選）
申込方法　８月８日㈫までに TEL

申込・問合先
広報ID

福祉課　☎35⊖3139
1004899

犯罪被害者相談会

　ぎふ犯罪被害者支援センターによる相談
会が開催されます。秘密は厳守されます。
期日　７月26日㈬
時間　午前11時～午後３時
場所　市役所（花岡町２）
当日受付　協働推進課（本庁３階）窓口
　　　　　へお越しください。
※相談無料、事前申込不要です。

問合先 ぎふ犯罪被害者支援センター
☎0120-968-783

県産品海外販売プロジェクト事務局
（㈱ちらし屋ドットコム内）
☎0120-504-092　FAX058-379-3352
HP http://www.chirashiya.com/ec-gifu/
Mail　ec-gifu@chirashiya.co.jp

対象商品
◦県内で製造、加工または企画され

ている商品
◦主要な原材料が県内産であって、

県内事業者が販売している商品
販売期間　平成30年3月31日㈯まで
販売サイトおよび対象国
　AmazonおよびeBayのサイト（アメ

リカ、イギリス、カナダなど8カ国が
対象で商品の種類や事業者の希
望により決定）
申込方法　下記事務局HPより申込

書をダウンロードして、9月30日㈯ま
でにFAX・MAIL

申込・問合先

海外ECサイトで販売する
県産品を募集中

●ピラティス（セラバンド）講座
対象　市内在住・在勤の方
期間　8月24日～10月12日までの
　　　毎週木曜日
時間　午前11時～正午
場所　女性青少年会館(花里町1)
定員　20人(超えた場合は抽選)
参加料　1,100円

●らーちん(楽筋操)講座
対象　市内在住・在勤の方
期間　8月24日～10月12日までの
　　　毎週木曜日
時間　午後1時～2時
場所　女性青少年会館(花里町1)
定員　20人(超えた場合は抽選)
参加料　1,000円

申込方法　8月1日㈫までに来館・TEL・FAX・MAIL (ファクス、メールの場合は講座名、
　　　　　氏名、住所、電話番号、生年月日を明記)

女性青少年会館講座

空き家空き地無料相談会
申 込
問合先

NPO愛岐空き家空き地再生サポート協会
☎0120⊖43⊖8349　Mail:info@aigi-akiya.jp

対象　空き家・空き地の所有者
期日　７月23日㈰
時間　午前９時30分～午後５時
場所　飛驒地域地場産業振興センター
　　　（天満町５）
定員　12組程度

内容　空き家の管理、空き
　家・空き地の有効活用、権利・相続など
申込方法　７月22日㈯までにTEL・MAIL（住

所、氏名、電話番号、希望時間、相談概
要を明記）

体験教室名 期日 時間 定員 参加費 申込期限
そば打ち体験教室
4回講座で基本的な手順を修得します

8月7日㈪、21日㈪、
9月11日㈪、25日㈪

午後1時～
3時30分 9人 各回

1,030円 7月31日㈪

家庭菜園教室 8月9日㈬ 午後1時30分～
3時30分 30人 250円 8月4日㈮

※なお、陶芸教室は随時受付中です！

対象　市内在住・在勤の方　　場所　荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法　 TEL・FAX ※定員を超えた場合は抽選

荒城農業体験交流館体験教室
申込・問合先 荒城農業体験交流館　☎72⊖1066　FAX72⊖1067

　岐阜県人事委員会では、短大・高校卒程度試験（事務・土木）において、地域の
実情に精通し、地域の将来を担っていくことのできる人材の確保を目的に、勤務地
（東濃地域または飛驒地域）を限定した採用試験を行います。

採用予定人員　事務：25人程度　　土木：若干人
受験資格　平成8年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた方
申込受付期間　7月24日㈪～8月15日㈫まで（消印有効）
第１次試験日　9月24日㈰
第１次試験場所　高山市、岐阜市、多治見市
願書　人事委員会事務局、各県事務所、東京事務所などで配布します。郵便での
　　　請求や、ホームページからも入手できます。（検索キーワード：岐阜県職員採
　　　用）

平成29年度 岐阜県職員採用試験（地域採用区分）

申 込
問合先

岐阜県人事委員会事務局
☎058⊖272⊖8796

申 込
問合先

女性青少年会館
☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail:info@takayama-home.jp
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼

図書館からのお知らせ

情報のひろば

お
し
ら
せ

日時　8月5日㈯～9月9日㈯ 　午後1時30分～5時30分
場所　きよみ館（清見支所・清見町三日町）　定員　30人

日時　8月22日㈫～9月28日㈭ 　午後7時～9時
場所　高山市役所（花岡町2）　定員　30人

日時　10月16日㈪～11月6日㈪ 　午後1時30分～4時30分
場所　高山市役所（花岡町2）　定員　30人

※申込方法など詳細は上記までお問い合わせください。

　創業を考えている方や創業後間もない
方を対象としたセミナーを開催します。
　今回のセミナーは「経営」「販路開拓」

「財務」「人材育成」の4分野を学んでい
ただきます。

起業セミナー
創業者を育成・支援します！

申 込
問合先

高山商工会議所
☎32⊖0380

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

●傍聴は先着順となります。　●開催日時や場所が変更となる場合があります。また、議題など詳細につ
　いても担当課へお問い合わせください。

開催日 会議名ほか 担当課

7月18日㈫ 庁議（幹部会）　8:30～　市役所 4階特別会議室 企画課 ☎35-3131

7月19日㈬ 防災会議　10：30～　市役所 4階特別会議室 危機管理課 ☎35-3345

7月20日㈭ 農業委員会　10：30～　市役所 地下市民ホール 農業委員会事務局
 ☎35-3141

7月24日㈪ 庁議（幹部会）　8:30～　市役所 4階特別会議室 企画課 ☎35-3131

7月26日㈬ 農業委員会　13：30～　市役所 地下市民ホール 農業委員会事務局
 ☎35-3141

7月28日㈮ 教育委員会　9:00～　市役所 3階行政委員会室 教育総務課 ☎35-3153

7月31日㈪ 庁議（幹部会）　8:30～　市役所 4階特別会議室 企画課 ☎35-3131

　８月は電気使用安全月間です。高
温多湿の夏場は感電や電気事故が多
くなりますので、身の回りの安全点検を
しましょう。
● 傷んだ電線やコードを使わない
● 電気製品にアース（接地線）を取
　り付ける
● 漏電遮断器を取り付ける
● たこ足配線を
　しない  ほか

英語でおはなし会 with ALT 市民の健康講座（国府）

　「夏」をテーマにした絵本の読み聞かせや紙芝居のほ
か、簡単な工作を行います。
日時　７月28日㈮　午前10時30分～11時30分
場所　市図書館丹生川分館（丹生川支所3階）

おはなし会スペシャル（丹生川分館）

　外国語指導助手（ALT）による英語での絵本の読み聞
かせや歌、簡単なゲームなどを行います。
日時　７月22日㈯ 　午後３時～３時30分
場所　市図書館「煥章館」（馬場町２）

日時　７月29日㈯　午後３時～４時50分
場所　こくふ交流センター ２階多目的室（国府町広瀬町）
定員　40人（入場無料、事前申込不要）
①Choosing Wiselyという考え方
　～糖尿病療養指導士と考える家族の健康～
　講師　和

わ

仁
に

寿
とし

彦
ひこ

さん（㈲和仁調剤薬局代表取締役、高山市薬剤
　　　　師会副会長）
②歯っとしてグー～良い歯でよく噛み良いからだ～
　講師　大

おお

埜
の

間
ま

勉
つとむ

さん（おおのま歯科クリニック院長）
③2025年問題と家族の健康～ユダヤ人の先生から教わったこと～
　講師　竹

たけ

中
なか

勝
かつ

信
のぶ

さん（高山赤十字病院副院長）

問合先 市図書館「煥章館」　☎32⊖3096　FAX32⊖3098

平成29年度 歳末たすけあい
配分金助成事業

　市社会福祉協議会では、歳末たすけあ
い配分金の一部を、年末年始時期に実施
される地域や施設、当事者団体の交流を
中心とした事業に助成し、地域福祉の推
進を図っています。
　施設の保護者会やボランティア団体、
NPO法人などを対象に募集を行います。
　申し込みを希望される団体は、社会福
祉協議会の窓口にある申請書に必要事
項を記入し、必要書類を添えて８月１日㈫
～20日㈰までの間に提出してください。

申 込
問合先

市社会福祉協議会
☎35⊖0294　FAX34⊖6736

電気は正しく使いましょう

女性起業コース
全7日間

土曜コース
全6日間

平日夜コース
全10日間

問合先 中部電気保安協会高山営業所
☎33⊖4645
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ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

７月・８月のこよみ

《今後の予定》リサイクル資源回収（8月19日・国府中PTA）
ふるさと夏祭りin国府（8月19日）
ひだ清見夏祭り2017（8月19日）
リサイクル資源回収（8月26日・三枝小PTA）

市内に流通する東日本17都県産食品の放射性物質検査の結果

放射性セシウムは検出されませんでした（測定下限値未満）。
調査日 産地 品目 測定値

６月13日㈫
静岡県 カリフラワー 検出せず
山形県 サ ク ラ ン ボ 検出せず

６月６日㈫
茨城県 ハ ク サ イ 検出せず
茨城県 ミ ズ ナ 検出せず

単位： Bq/kg
ベクレル毎キログラム

7月20日㊍ 市内小中学校終業式

21日㊎ 全市いっせいラジオ体操の会

25日㊋ 福地温泉夏まつり（～8月25日  奥飛驒温泉郷福地）

29日㊏ ちょけらまいか大仮装盆踊り大会（さんまち通り）
栃尾温泉やまびこ花火大会（奥飛驒温泉郷栃尾）

31日㊊ 平湯温泉猿満まつり（～8月4日  奥飛驒温泉郷平湯）

8月2日㊌ 第60回飛驒高山花火大会（宮川緑地公園）

5日㊏ 新平湯温泉いで湯まつり・夏（～21日  奥飛驒温
泉郷一重ヶ根）

10日㊍ アルコピアひまわり園（～20日・ひだ舟山スノーリ
ゾートアルコピア）

11日㊎ 山の日（関連イベントは9ページをご覧ください）

13日㊐ 朝日ふるさと夏まつり（道の駅ひだ朝日村）

14日㊊ 飛驒一之宮納涼夏祭り（一之宮支所周辺）

15日㊋ ひだ桃源郷くぐの納涼夏まつり（久々野支所周辺）

お し ら せ

7月1日現在の人口
総人口

男
女

世帯数

89,414人　
42,585人　
46,829人　
35,417世帯

（－50）
（－21）
（－29）
（＋17）

（　）内は前月比

東日本大震災の義援金
◆みなさまからお寄せいただいた義援金

88,857,537円
（6月30日現在の集計）

◎平成30年3月31日まで延長して、本庁または
　各支所で受付中です。

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成 29年 1月～ 6月分）

寄附金総額  89,813,000円

市内の空間放射線量率測定結果

健康に影響のないレベルです。

調査日 調査地点 測定値

６月19日㈪
古 い 町 並 0.098
奥飛驒温泉郷 0.078

６月５日㈪
古 い 町 並 0.106
奥飛驒温泉郷 0.078

単位： μSv/ｈ
マイクロシーベルト毎時

火気による事故に気をつけましょう

販売：7月18日㈫〜8月10日㈭

　この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

（公財）岐阜県市町村振興協会

サマージャンボ
宝くじ

花火は楽しく安全に　　　　　
①花火は人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所で行うのは
　やめましょう。
②風の強いときはやめましょう。
③必ず水の入ったバケツを用意し、遊び終わった花火の残り火を完全に消しましょう。
④子どもたちだけでなく、大人と一緒に遊びましょう。
⑤一度にたくさんの花火に火をつけたりせず、一本ずつ遊びましょう。
⑥花火をほぐして遊ぶことは大変危険です。絶対しないようにしましょう。

問合先 消防本部予防課　☎32⊖3027

広報ID 1008524

広報ID 1000310安全で安心して楽しめるイベントにするために
　市内で開催される祭礼や縁日、花火大会などのイベントが「安全で安心して楽し
めるイベント」となるように、火の取り扱いには十分注意してください。

■消火器の準備　火を取り扱う器具を使う場合は、消火器を準備！
■露店などの開設届　火を取り扱う器具を使って露店や屋台などを開設する場

合は、イベント開催の３日前までに消防署や最寄りの分
署、出張所に届け出てください！

平
成
29
年
7
月
5
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
を
市
役
所
本
庁
や
支
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

募
集
期
間
　
８
月
31
日（
木
）ま
で
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編集・発行／高山市総務部広報情報課
 〒506⊖8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
  TEL／0577⊖32⊖3333㈹
  FAX／0577⊖32⊖7000 （市長室直通）
  FAX／0577⊖35⊖3174 （広報情報課直通）

HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
防災情報などは携帯電話でもご覧いただけます
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/

　高根支団第２分団は、高根町東部の阿多野郷から野麦町内を管轄し
ています。
　阿多野郷地区には、アイミックス自然村南乗鞍キャンプ場、野麦地区に
は、野麦オートビレッジと二つのキャンプ場があり、ともに乗鞍岳の麓に位
置し、雄大な景観を楽しむことができます。また、明治から昭和初期にか
けて糸引き工女が通った野麦峠を有し、多くの観光客で賑わいをみせて
います。
　高根支団では、消防団OBを中心とした災害活動団員制度を導入し、消
防力の充実を図るとともに、毎年春季、秋季にはさまざまな訓練を行い、い
ざという時のために準備を整えております。
　今後も、団員一丸となり、高根地区の安全安心を守っていきたいと思い
ますので、ご理解とご協力をお願いします。

高根支団 支団本部・第２分団

高根支団 支団本部（立道支団長）、第２分団（谷分団長）以
下団員のみなさま

谷分団長／１９人、立道支団長／６人シリーズ消防団 №13

消防団員募集中！
詳しくは消防総務課（☎ 34-3792）または

各支所、最寄りの消防署まで

守りたい人がいる

守りたいまちがある

大 相撲「高山場所」の開催決定
枝川親方、國島市長を表敬訪問

　高山市で今年の10月17日、大相撲秋巡業の「高山場所」
が開催されることが決まり、日本相撲協会の枝川親方が6
月27日、高山市役所で國島芳明市長を表敬訪問しました。
大相撲高山場所は平成12年以来、17年ぶりの開催です。
　枝川親方は「巡業は力士に身近に触れ合ってもらえる
場。稽古の様子も間近で見学できます」と語り、國島市長は
「高山の味覚を存分に味わって頑張ってください」と述べ
ました。
　高山場所は10月17日（火）、飛驒高山ビッグアリーナで開
催。全幕内力士を含む総勢約270人の相撲団が訪れ、取組
などが行われます。
【チケット販売】メ～チケ（WEB）、チケットぴあ、ローソンチ
ケット、イープラス、セブンチケットなど

犯 罪や非行のない明るい社会を
「社会を明るくする運動」のメッセージを伝達

　「社会を明るくする運動」とは、犯罪や非行のない明る
い社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年度の「社会を明るくする運動」の首相、県知事メッ
セージの伝達が６月29日、市役所で行われました。
　保護司会の松

まつ

浦
うら

武
たけし

会長が首相、更生保護女性会桐
きり

山
やま

恒
つね

子
こ

会長が県知事のメッセージを読み上げて活動への協力
を依頼すると、國島市長は「若者に希望あふれるまちづく
りに尽力いただき感謝しています。市としても犯罪に遭わ
ない安心安全なまちづくりに取り組んでいきます」と話し
ました。

飛 驒高山応援ソングを熱唱
上田正樹さん、ほほえみの街角
コンサートを開催

　小中学生時代を高山で過ごし、現在シンガーソング
ライターとして活躍する上田正樹さんが高山を盛り上
げようと作詞作曲した「ほほえみの街角」のコンサート
が7月9日、市民文化会館で開催されました。
　コンサートは、市制施行80周年と大垣共立銀行創立
120周年を記念して行われ、高山西高等学校ウインド
アンサンブル部と高山少年少女合唱団も共演。
　最後に全出演者による飛驒高山応援ソング「ほほえみ
の街角」が披露されると、会場は歓声に包まれました。


